
泊
船
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
　
の
表
記
特
性

〔
要
旨
〕

「
泊
船
本
」
の
用
字
法
は
「
画
巻
本
」
の
啓
蒙
的
な
用

字
法
を
継
承
し
、
さ
ら
に
整
理
・
統
合
し
た
も
の
と
言
え

る
。
ま
た
、
整
理
・
統
合
さ
れ
た
衷
記
の
単
調
さ
は
、
要

所
に
極
致
畳
、
装
飾
字
母
を
配
置
す
る
こ
と
で
極
力
カ
バ

ー
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
聖
使
用
字
母
並
び
に
そ
の
用

法
に
「
画
巻
本
」
と
幾
分
食
い
違
い
が
生
じ
た
が
、
こ
の

集
中
利
用
さ
れ
る
仮
名
字
母
と
微
量
の
装
飾
字
母
と
の
パ

ラ
ソ
ス
の
中
に
、
「
泊
船
木
」
筆
者
並
び
に
清
書
者
の
力

量
が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
は
じ
め
に

巻
子
本
・
両
巻
本
・
版
本
・
写
本
と
、
体
裁
の
異
な
る
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』

を
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
と
い
う
言
葉
で
概
括
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
習
慣
は
改

漬
　
　
森
太
郎

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
見
れ
ば
、
巻
子
本
の
目
的
の
半

分
は
書
美
の
追
求
に
あ
り
、
画
巻
本
の
目
的
の
大
部
分
は
美
術
品
の
創
作
に
あ

る
。
同
じ
く
、
版
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
目
的
の
半
分
は
商
品
の
制
作
に
あ
一

り
、
写
本
の
目
的
の
大
方
は
自
家
用
の
保
蔵
に
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
日
的
　
1
0

の
違
い
が
生
み
出
す
表
記
・
表
現
の
相
違
に
気
付
い
た
と
き
、
『
野
ざ
ら
し
紀
　
一

行
』
は
ま
っ
た
く
別
の
顔
を
現
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。

別
に
述
べ
た
よ
う
に
「
天
理
本
」
か
ら
「
画
巻
本
」
へ
の
推
敲
過
程
に
は
二

十
種
の
仮
名
字
母
の
変
更
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
二
十
種
の
仮
名
字
母
の

変
更
に
は
、
書
き
易
く
読
み
易
い
仮
名
字
母
を
選
び
、
そ
の
字
母
を
繰
り
返
し

集
中
的
に
用
い
る
用
字
意
識
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
仮
名
字
母
の
変
更
に
よ
っ

て
、
芭
衣
は
「
天
理
本
」
に
見
ら
れ
た
複
数
の
汎
用
字
母
（
修
辞
上
、
格
別
制

約
な
く
汎
用
さ
れ
る
字
母
）
の
併
用
状
態
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
汎
用
字
母

の
性
格
を
失
っ
た
字
母
の
用
途
を
限
定
し
、
行
頭
・
行
末
・
語
頭
・
語
尾
・
晶

（1）

詞
・
活
用
形
を
表
示
す
る
文
字
と
し
て
特
殊
化
し
た
の
で
あ
る
。



「
天
理
本
」
か
ら
「
画
巻
本
」
に
至
る
推
敲
過
程
で
生
じ
た
松
尾
芭
茶
の
こ

の
表
記
意
識
の
変
化
は
、
後
々
、
芭
茶
の
文
章
表
記
を
大
き
く
規
定
す
る
一
つ

の
意
志
に
よ
っ
て
宵
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
書
体
・
字
体
を
統
一
し
、
読

み
易
く
書
き
易
い
テ
キ
ス
ト
を
作
り
だ
そ
う
と
す
る
啓
蒙
的
な
意
志
で
あ
る
。

そ
の
意
志
の
産
物
で
あ
る
画
巻
本
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
（
和
田
御
雲
氏
蔵
）
の
用

字
は
、
行
頭
・
行
末
か
ら
品
詞
・
活
用
に
至
る
ま
で
精
細
な
秩
序
に
満
ち
て
い

る
。だ

が
、
容
体
・
字
体
を
統
一
し
た
啓
蒙
的
な
「
画
巻
本
」
に
は
意
外
な
欠
点

も
あ
っ
た
。
容
体
・
字
体
を
統
一
し
た
結
果
、
筆
跡
に
華
琵
さ
が
消
え
、
い
わ

ば
「
商
品
」
的
魅
力
に
欠
け
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
芭
茶
の
啓

豪
意
志
を
生
か
し
つ
つ
、
「
商
品
」
と
し
て
成
熟
し
た
テ
キ
ス
ト
は
ど
の
よ
う

に
書
か
れ
る
べ
き
か
。
私
は
版
本
「
泊
船
木
」
の
表
記
を
解
析
し
、
版
本
の
筆

者
が
こ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
か
、
説
き
明
か
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二
　
「
画
巻
本
」
の
表
記
の
特
徴

さ
て
、
こ
の
問
題
を
具
体
的
に
論
じ
る
に
は
、
次
に
用
意
し
た
「
泊
船
本
」

（2）

・
「
画
巻
本
」
独
自
表
記
の
数
表
に
依
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

こ
の
裏
は
、
「
画
巻
本
」
　
「
泊
胎
本
」
の
独
自
な
表
現
・
裏
記
の
中
の
、
独

自
な
洪
字
表
記
・
仮
名
表
記
の
数
量
を
表
示
し
た
も
の
で
、
「
画
巻
本
」
で
は

独
自
の
漢
字
表
記
四
一
例
、
独
自
の
仮
名
表
記
一
六
例
。
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ

る
と
五
七
例
。
こ
の
分
畳
は
、
「
画
巻
本
」
独
自
の
表
現
・
表
記
全
体
（
一
〇

表
一
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
独
自
表
現
の
分
布

八
例
）
　
の
五
三
％
を
占
め
る
。

一
方
、
「
泊
船
木
」
で
は
、
独
自
の
漢
字
表
記
〓
ハ
例
、
独
自
の
仮
名
表
記

四
五
例
。
こ
れ
を
合
わ
せ
れ
ば
六
一
例
。
こ
の
分
畳
は
「
泊
船
木
」
独
自
の
表

現
・
表
記
全
体
（
九
三
例
）
　
の
六
六
％
を
占
め
る
。
全
体
の
数
値
に
大
差
は
な

い
が
、
「
泊
船
本
」
で
は
独
自
な
仮
名
表
記
が
、
独
自
な
漢
字
表
記
を
圧
倒
し

て
い
る
。

で
は
、
何
故
、
「
泊
胎
本
」
で
独
自
の
仮
名
表
記
が
増
加
す
る
の
か
。

「
表
こ
の
パ
ー
セ
ソ
テ
ー
ジ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漢
字
表
記
の
適
性
水

準
を
め
ぐ
っ
て
表
記
が
変
動
す
る
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
で
は
、
諸
本
の
異
同
の

約
六
〇
％
が
そ
れ
に
関
係
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
「
画
巻
本
」
独
自
の
漢
字
表

記
は
、
『
紀
行
』
第
一
部
（
江
戸
か
ら
大
垣
ま
で
）
二
十
一
例
、
『
紀
行
』
第

二
部
（
大
垣
か
ら
江
戸
ま
で
）
　
十
六
例
で
、
こ
の
分
量
は
、
『
紀
行
』
第
一
部

（
一
五
〇
六
文
字
）
、
第
二
部
（
七
五
〇
文
字
）
　
の
文
字
量
を
考
慮
す
れ
ば
、

『
紀
行
』
第
二
部
に
や
や
独
自
の
漢
字
表
記
が
多
い
と
言
え
る
。

次
に
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
ほ
、
「
哉
」
（
か
な
）
、
「
計
」
（
ば
か
り
）
、
「
欺
」

11



（
か
）
、
「
共
」
　
（
と
も
）
な
ど
の
助
詞
の
漢
字
表
記
、
ま
た
一
つ
は
「
忽
」

（
た
ち
ま
ち
）
、
「
必
」
　
（
か
な
ら
ず
）
、
「
中
〈
」
　
（
な
か
な
か
）
な
ど
の

副
詞
の
漢
字
表
記
で
あ
る
。
ま
た
、
一
つ
は
、

1
0
4
　
　
忘
（
れ
）
　
　
　
　
　
　
（
泊
「
わ
す
れ
」
）

捌
　
　
昇
り
（
登
り
）
　
　
　
　
（
泊
「
登
り
」
）

1
3
0
　
　
忍
（
ぷ
）
　
　
　
　
　
　
（
泊
「
し
の
ふ
」
）

冊
　
時
雨
1
（
し
ぐ
る
⊥
）
　
（
泊
「
し
ぐ
る
ゝ
」
）

冊
　
　
盗
（
ま
）
れ
　
　
　
　
　
（
泊
「
ぬ
す
ま
れ
」
）

m
　
喰
（
ら
）
は
ん
　
　
　
　
（
泊
「
く
ら
は
ん
」
）

※
（
　
）
内
は
筆
考
「
泊
」
ほ
、
「
泊
船
木
」
を
意
味
す
る
。
以
下
同
じ
。

な
ど
、
や
や
盗
意
的
な
動
詞
の
漢
字
表
記
や
、

1
6
1
　
木
枯
（
ら
し
）
　
　
　
　
（
泊
「
夙
」
）

間
　
　
朝
（
あ
し
た
）
　
　
　
　
（
泊
「
且
」
）

な
ど
、
や
や
大
ま
か
な
名
詞
の
渋
字
表
記
に
見
出
さ
れ
る
。
助
詞
・
副
詞
の
漢

字
表
記
は
、
少
し
漢
文
風
、
ま
た
動
詞
・
名
詞
の
漢
字
表
記
ほ
や
や
私
意
的
な

文
字
使
い
と
言
え
よ
う
か
。

ち
な
み
に
、
「
両
巻
本
」
独
自
の
仮
名
表
記
は
、
総
数
で
一
六
例
。
第
一
部

九
例
（
一
五
〇
六
字
）
、
第
二
部
七
例
（
七
五
〇
字
）
。
し
た
が
っ
て
、
分
布
上

は
、
『
紀
行
』
の
第
二
部
に
や
や
集
中
す
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
仮

8
4
　
　
日
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
「
日
比
」
）

1
3
2
　
　
や
ま
と
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
「
大
和
」
）

の
よ
う
に
二
字
に
渡
る
訓
漢
字
を
避
け
た
と
見
ら
れ
る
仮
名
書
き
。
ま
た
一
つ

ま

こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泊
「
此
」
）

こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
「
是
」
）

の
よ
う
な
誤
読
を
誘
発
し
が
ち
な
訓
洪
字
を
避
け
た
か
と
疑
わ
れ
る
仮
名
書
き

で
あ
る
。
こ
う
し
た
読
み
易
さ
を
考
慮
し
た
仮
名
表
記
が
「
画
巻
本
」
第
二
部

に
集
ま
る
の
は
、
「
画
巻
本
」
が
巻
を
追
っ
て
盗
意
的
な
漢
字
表
記
を
減
じ
、

独
自
の
仮
名
・
送
り
仮
名
を
増
す
た
め
と
思
わ
れ
る
。

三
　
「
泊
船
木
」
の
漢
字
・
仮
名
表
記
の
特
徴

一
方
、
「
泊
船
木
」
独
自
の
漢
字
・
仮
名
表
記
に
は
、
読
み
易
さ
を
配
慮
し

た
と
み
ら
れ
る
表
記
が
も
っ
と
頻
繁
に
見
出
さ
れ
る
（
表
二
・
三
）
。

表
二
「
泊
船
木
」
独
自
の
表
現
・
表
記
（
漢
字
表
記
）

12

名
表
記
の
特
徴
の
一
つ
は
、

4
2
　
　
お
ひ
す

（
泊
「
不
帯
」
）

m

一

画

巻

本

一

泊

船

木

452823　6　1

け　う　は却
り　き　と　て

世　り

見浮辺却無
世　　而何



表
三
「
泊
船
本
」
独
自
の
表
現
・
表
記
（
仮
名
表
記
）

※
通
し
番
号
は
巻
末
付
表
－
（
A
）
の
通
し
番
号
に
よ
る
。

※
同
じ
く
漢
字
表
記
で
も
文
字
が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
送
り
仮
名
を
添

え
て
読
む
場
合
の
参
考
に
な
る
の
で
掲
載
し
た
。

l
・
‖
9
・
1
～
6
・
1
6
8
・
2
1
0
。
以
下
同
じ
。

「
泊
船
木
」
独
自
の
漢
字
表
記
を
集
め
た
「
表
二
」
の
総
数
は
、
九
例
（
参

考
五
例
を
除
く
）
。
こ
れ
は
、
「
泊
胎
本
」
独
自
の
表
現
・
表
記
全
体
（
九
三

例
）
の
一
〇
％
に
あ
た
る
。
先
に
上
げ
た
「
画
巻
本
」
で
は
、
同
じ
例
が
四
一

例
あ
る
こ
と
か
ら
言
っ
て
、
こ
の
分
鏡
は
格
段
に
少
な
く
、
か
つ
第
一
部
に
遍

在
す
る
。

ま
た
、
次
の
「
表
三
」
は
「
泊
船
木
」
独
自
の
仮
名
表
記
を
集
め
た
も
の

で
、
総
数
で
四
五
例
。
こ
れ
は
、
「
泊
胎
本
」
独
自
の
表
現
・
表
記
全
体
（
九

三
例
）
の
三
八
％
に
あ
た
る
。
「
画
巻
本
」
で
は
、
同
じ
例
一
六
例
（
一
四
％

だ
っ
た
の
に
比
べ
れ
ば
、
「
泊
船
木
」
の
仮
名
表
記
の
増
加
量
は
大
き
い
と
言

っ
て
よ
い
。

－13　－

※
通
し
番
号
は
、
巻
末
付
表
－
A
の
通
し
番
号
に
よ
る
。



加
え
て
、
こ
の
仮
名
表
記
の
具
体
的
な
特
徴
は
い
っ
そ
う
興
味
深
い
。
た
と

え
ば
、
「
泊
船
木
」
の

916265

闘
　
　
あ
り

（
画
巻
本
「
有
」
）

（
　
〃
　
「
有
」
）

（
　
〃
　
「
有
」
）

（
　
〃
　
「
有
」
）

1
5
9
　
　
革
ま
く
ら

m
　
　
ゆ
き
見

こ
と
し

2
3
3
　
　
か
た
み

2
2
5
　
　
あ
っ
ま

2
柏
　
　
な
つ
衣

（

　

〃

（

　

〃

（

　

〃

（

　

〃

（

　

〃

（

　

〃

「
草
枕
」
）

「
雪
見
」
）

「
今
年
」
）

「
形
見
」
）

「
克
」
※
他
本
「
吾
妻
」
）

「
夏
衣
」
）

と
い
う
活
用
語
の
書
き
分
け
は
、
単
に
「
有
」
と
容
い
た
場
合
に
起
こ
り
が
ち

な
読
み
の
混
乱
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
。
同
様
に
、

3
2
　
　
き
く
　
　
　
　
（
画
巻
本
「
聞
」
）

2

1

1

　

　

き

ゝ

　

　

　

　

（

　

〃

　

「

聞

」

）

も
、
「
聞
」
と
書
い
た
場
合
の
読
み
の
混
乱
を
予
防
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
活
用
語
の
仮
名
容
き
の
注
意
深
さ
も
な
る
ほ

ど
と
領
け
る
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
次
の
五
例
も
同
じ
で
あ
る
。

1
6
　
　
京
け

3
7
　
　
根
ざ
は

Ⅲ
　
　
夙

1
6
0
　
　
し
ぐ
る
ゝ

2
1
6
　
　
む
月

（
画
巻
「
京
気
」
）

（
　
〃
　
「
板
際
」
）

（
　
〃
　
「
木
枯
」
）

（
　
〃
　
「
時
雨
ゝ
」
）

（
　
〃
　
「
睦
月
」
）

14

1

7

　

　

つ

く

し

7

1

　

　

い

ひ

1
8
5
　
　
あ
ふ

2
2
6
　
　
く
た
ら
ん

（
画
巻
本
「
尽
し
」
）

（
　
〃
　
「
云
」
）

（
　
〃
　
「
逢
」
）

（
　
〃
　
「
下
ら
ん
」
）

ま
た
、
次
の
七
例
は
、
訓
漢
字
表
記
の
修
正
で
、
誤
っ
て
音
読
さ
れ
る
こ
と
を

恐
れ
た
も
の
か
。

3

　

　

さ

む

気

1
3
3
　
　
旅
ね

（
画
巻
本
「
寒
気
」
）

（
　
〃
　
「
旅
寝
」
）

い
ず
れ
も
訓
漢
字
二
字
で
書
か
れ
た
和
語
が
、
誤
っ
て
音
読
さ
れ
る
こ
と
を

恐
れ
、
漢
字
の
一
方
（
ま
た
は
両
方
）
を
仮
名
書
き
に
改
め
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。以

上
、
要
す
る
に
、
「
画
巻
本
」
の
後
半
部
に
生
じ
た
啓
蒙
的
な
仮
名
表

記
、
す
な
わ
ち
二
字
に
渡
る
訓
漢
字
を
避
け
る
た
め
と
見
ら
れ
る
仮
名
書
き
、

誤
読
を
誘
発
し
や
す
い
訓
漢
字
を
避
け
た
か
と
疑
わ
れ
る
仮
名
書
き
が
、
こ
の

「
泊
船
木
」
で
一
層
広
範
に
見
出
さ
れ
る
。
加
え
て
、
「
泊
船
木
」
に
顕
著
な
仮

名
を
用
い
た
活
用
形
の
書
き
分
け
も
ま
た
、
読
み
易
い
表
記
を
意
図
し
た
啓
蒙

的
な
努
力
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
中
に
は
少
し
行
き
過
ぎ
の
例
も
あ
る
が
、



そ
れ
も
ま
た
読
み
易
さ
を
配
慮
し
た
芭
蕉
の
工
夫
の
一
つ
で
あ
る
。

四
　
「
泊
船
木
」
独
自
の
漢
字
表
記
の
意
図

も
と
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
読
者
用
に
企
画
さ
れ
た
版
本
の
表
記
が
、
啓
蒙

的
な
表
記
態
度
を
示
す
の
は
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
啓
豪
的
な

表
記
態
度
が
「
泊
船
木
」
の
表
記
の
総
て
を
支
配
す
る
訳
で
は
な
い
。
先
に
も

指
摘
し
た
よ
う
に
「
泊
船
本
」
に
は
啓
蒙
的
と
は
い
い
難
い
表
記
が
、
特
に
第

一
部
に
遍
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
啓
蒙
を
心
懸
け
る
「
泊
船
本
」
第
一
部
に
は
、
次
の
よ
う
な
表

記
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。

l
　
　
三
更
月
下
無
何
人
と
い
ひ
け
む
　
　
（
画
巻
本
「
無
何
に
」
）

6
　
秋
十
と
せ
却
而
江
戸
を
指
ス
故
郷
　
（
　
〃
　
「
却
て
」
）

2
8
　
浮
世
の
波
を
し
の
く
に
た
え
す
　
　
（
　
〃
　
「
う
き
世
」
）

4
5
　
道
の
へ
の
木
柱
ハ
馬
に
く
は
九
鬼
　
（
　
〃
　
「
け
り
」
）

こ
う
し
た
漢
字
表
記
の
意
図
を
尋
ね
る
に
当
た
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ

が
い
ず
れ
も
、
主
人
公
の
「
述
懐
」
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
1

は
、
広
間
和
尚
の
頒
偶
の
引
用
部
、
6
は
田
島
の
詩
句
の
引
用
部
で
あ
っ
て
、

主
人
公
の
述
懐
が
漢
詩
文
の
再
生
で
あ
る
こ
と
を
匂
わ
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た

2
8
は
、
「
浮
」
　
「
波
」
の
縁
語
関
係
を
陪
示
し
、
「
憂
世
」
と
の
混
同
を
避
け

る
た
聖
　
4
5
は
句
末
の
押
さ
え
を
目
的
に
用
い
ら
れ
た
装
飾
的
な
文
字
使
い
か

と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
漢
字
表
記
の
意
図
は
か
な
り
放
細
だ
と

見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

既
に
「
画
巻
本
」
で
は
、
「
述
懐
」
の
表
記
に
主
人
公
の
感
情
や
気
息
を
表

象
す
る
配
慮
が
あ
る
。
桑
名
の
海
辺
の
曙
の
光
景
、
唐
崎
の
松
を
琴
見
た
湖
水

の
眺
望
、
い
ず
れ
も
発
句
は
、
波
間
を
漂
う
詠
嘆
を
模
し
て
切
れ
切
れ
に
書
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
野
か
ら
大
和
に
至
る
軽
快
な
「
出
山
」
の
光
景
、
甲
斐

山
中
の
勇
み
立
つ
「
遊
山
」
の
光
景
も
、
軽
快
な
足
取
り
を
刻
む
ご
と
く
小
刻

み
の
リ
ズ
ム
で
書
か
れ
て
い
る
。
「
述
懐
」
の
表
記
・
言
葉
・
口
調
が
そ
の
人

物
の
身
分
・
性
格
・
気
分
を
表
象
す
る
こ
と
は
、
「
匂
」
付
、
「
響
」
付
の
例
を

引
く
ま
で
も
な
く
蕉
風
連
句
の
常
道
で
あ
る
。
そ
の
常
道
に
倣
え
ば
、
「
泊
船

木
」
の
先
の
堅
苦
し
い
「
述
懐
」
の
口
調
が
、
そ
の
ま
ま
主
人
公
の
書
斎
派
ら

し
い
性
格
・
気
息
を
表
象
す
べ
く
採
用
さ
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

改
め
て
言
う
が
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
大
意
は
、
漢
詩
文
の
造
詣
深
い
老

俳
諸
師
が
「
吉
野
行
脚
」
の
末
に
こ
の
国
の
毘
し
い
自
然
や
生
活
に
開
限
し
、

「
旅
の
醍
醐
味
」
溝
喫
す
る
次
第
を
措
く
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
主
人
公

が
発
す
る
堅
苦
し
い
漢
文
口
調
は
『
紀
行
』
第
一
部
に
集
中
し
、
第
二
部
で
は

自
然
に
消
滅
す
る
。
今
、
試
み
に
『
紀
行
』
第
二
部
の
、
独
自
の
漢
字
表
記
を

示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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1
0
2
　
　
深
く

m
　
　
登
り

Ⅲ
　
　
風

間
　
　
し
く
る
ゝ
欺

（
ふ
か
く
　
画
巻
）

（
昇
り
　
　
画
巻
）

（
木
枯
　
　
画
巻
）

（
時
雨
ゝ
か
画
巻
）



旦
　
　
　
　
　
（
朝
　
　
　
画
巻
）

懸
て
　
　
　
　
（
（
　
　
）
　
画
巻
）

活
　
　
　
　
　
（
生
　
　
　
画
巻
）

こ
れ
ら
の
表
記
が
漢
詩
文
の
引
用
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
の
漢
字
表
記
の
内
、
次
の
三
例
は
、
よ
り
正
確
な
表
意
を
目
指
し
た

も
の
か
。

「
昇
1
登
」
　
（
山
を
の
ぼ
り
）

「
朝
1
且
」
　
（
雪
の
あ
し
た
）

「
生
1
活
」
　
（
命
ニ
ッ
中
に
い
き
た
る
桜
哉
）

川
の
「
の
ぼ
り
」
は
、
坂
道
の
登
り
を
意
味
し
、
1
6
8
の
「
あ
し
た
」
は
「
コ
ナ

カ
」
　
「
ア
カ
ツ
キ
」
　
「
ア
シ
ク
」
の
「
且
」
で
あ
り
、
昼
の
時
間
区
分
の
最
初

に
あ
る
「
朝
」
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
2
1
0
の
「
い
き
た
る
」
は
、
散

り
乱
れ
る
桜
の
活
況
を
言
わ
ん
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

1
0
2
　
　
「
ふ
か
く
1
深
く
」

は
、
「
山
深
く
」
　
「
峯
に
重
り
」
　
「
谷
を
埋
ソ
で
」
と
続
く
述
部
の
表
記
を
揃

え
、
半
ば
雲
に
閉
ざ
さ
れ
た
深
山
幽
谷
の
光
景
を
強
調
し
た
も
の
。

1
6
1
　
　
「
時
雨
ゝ
か
1
し
く
る
ゝ
欺
」

は
、
読
み
易
さ
に
加
え
て
、
句
切
れ
に
強
調
符
を
打
つ
漢
字
の
採
用
で
あ
る
。

「
泊
船
木
」
独
自
の
漢
字
表
記
が
読
み
易
さ
を
追
求
し
っ
つ
も
、
同
時
に
表
現

の
平
板
を
避
け
る
べ
く
細
や
か
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

五
　
「
泊
船
木
」
仮
名
字
母
の
啓
蒙
性

「
書
く
こ
と
」
が
そ
の
ま
ま
「
措
く
こ
と
」
に
通
じ
た
表
現
の
伝
統
を
思
い

出
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
伝
統
の
中
で
は
、
「
山
川
」
と
書
い
た
文
字

表
象
を
通
じ
て
山
紫
水
明
の
こ
こ
ア
ソ
ス
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
そ

の
伝
統
は
、
書
体
・
字
体
・
運
筆
に
苦
心
す
る
能
書
家
の
感
受
性
の
領
域
で
開

拓
さ
れ
、
書
芸
の
形
で
庶
民
の
手
元
に
伝
授
さ
れ
た
。

逆
に
、
日
常
用
い
ら
れ
る
記
録
類
に
も
、
そ
れ
ら
し
い
表
記
の
徴
表
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、
自
家
の
保
蔵
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
孤
昆
本
『
野
ざ
ら
し
紀

行
』
　
（
彦
根
、
専
宗
寺
蔵
）
に
は
、
表
現
・
表
記
に
関
わ
る
細
心
の
注
意
が
欠

け
て
い
た
。
多
量
に
散
在
す
る
助
詞
の
誤
字
・
誤
脱
、
筆
者
の
書
き
癖
を
反
映

し
た
仮
名
遣
い
、
自
由
な
訓
漢
字
の
使
用
、
音
読
速
記
を
思
わ
せ
る
漢
字
の
誤

字
は
、
「
孤
巨
木
」
の
筆
者
が
本
文
を
一
度
頭
で
意
訳
し
た
後
、
文
字
化
し
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
二
つ
の
字
母
を
併
用
す
る
十
種
の
仮
名
、
左
右
の

バ
ラ
ン
ス
を
重
ん
じ
た
筆
者
の
用
字
性
向
、
「
阿
」
　
「
加
」
以
下
六
種
の
字
母

の
修
辞
的
な
用
法
も
、
作
者
芭
蕉
の
用
字
法
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
第
三
稿
と
見
な
さ
れ
る
こ
の
「
孤
昆
本
」
系
統
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
こ

の
一
本
を
除
い
て
他
に
伝
存
の
形
跡
が
な
い
。
森
川
許
六
の
私
的
な
保
蔵
用
文

書
を
、
所
有
者
の
吟
味
・
賞
翫
に
応
え
る
ペ
く
執
筆
さ
れ
た
正
規
の
伝
本
と
混

（3）

同
し
、
序
列
化
し
た
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
泊
船
本
」
の
啓
蒙
的
な
表
記
を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
、
「
天
理

16



本
」
　
「
画
巻
本
」
　
「
泊
船
木
」
を
比
揆
し
、
「
泊
船
本
」
の
使
用
字
母
の
特
徴

を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
に
な
る
。

蓑
田
　
「
泊
船
木
」
で
用
例
が
急
に
増
加
し
た
字
母

※
「
支
2
3
」
の
2
3
は
、
用
例
数

表
五
　
「
泊
船
木
」
に
登
場
す
る
装
飾
字
母

17

臥
す
用
字
母
一
装
飾
字
母

7　　　6　5　4　3

か
　
可
8
2

け
　
介
2
1

っ　　たせす　こ

川　　多世春己
13　　45　8　2410

徒太堂勢須古気希計加
3　2　3　1　2　2　11　4　6

（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（

装装装装装語装装装語
飾飾飾飾飾頭飾飾飾頭
3　2　3　1　2　2　11　4　6

）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）

※
汎
用
字
母
は
、
用
法
上
特
に
制
約
無
く
汎
用
さ
れ
る
字
母
。

※
装
飾
字
母
は
、
装
飾
性
字
母
の
略
母
。
汎
用
字
母
の
振
り
近
し
に
よ
る

筆
跡
の
単
調
さ
を
補
う
ぺ
く
、
少
貝
星
、
装
飾
的
に
用
い
ら
れ
る
字
母

で
、
汎
用
字
母
と
一
対
を
な
す
。
一
部
に
、
語
頭
・
語
尾
に
限
定
し
て

用
い
ら
れ
て
、
単
語
の
区
切
れ
目
を
表
示
し
た
り
、
一
定
の
単
語
の
表

記
に
用
い
ら
れ
て
単
語
の
ま
と
ま
り
を
表
示
す
る
な
ど
、
視
覚
的
な
装

飾
性
と
文
法
上
の
機
能
性
と
が
共
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。

※
「
可
8
2
」
の
8
2
は
、
用
例
数
。
以
下
同
じ
。



表
六
　
「
泊
船
木
」
に
登
場
す
る
送
り
仮
名

は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

六
　
l
l
O
の
汎
用
字
母

と
こ
ろ
で
、
仮
名
表
記
の
啓
蒙
性
が
先
ず
使
用
字
母
数
の
整
理
・
統
合
の
形

で
現
わ
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
こ
の
字
母
の
集
中
度
を
比
較
す
る

た
め
、
各
本
ご
と
に
使
用
字
母
の
総
数
に
占
め
る
集
中
字
母
（
一
仮
名
を
表
記

す
る
複
数
の
字
母
の
内
の
一
つ
が
八
五
％
以
上
を
占
め
る
時
、
そ
の
仮
名
字
母

を
仮
り
に
集
中
字
母
と
呼
ぶ
）
　
の
比
率
（
合
理
化
率
）
を
計
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

表
七
　
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
字
母
の
合
理
化
率

※
「
以
3
1
」
の
3
1
は
、
用
例
数
。

※
送
り
仮
名
は
、
分
か
り
易
さ
を
考
慮
し
て
実
例
を
一
例
あ
げ
た
。

※
「
分
ケ
　
2
」
は
送
り
仮
名
「
ケ
」
2
例
の
意
。

（1）

こ
の
「
裏
四
・
五
・
六
」
の
用
字
習
性
を
備
え
た
筆
者
の
人
物
名
は
不
明

だ
が
、
「
泊
船
木
」
で
増
加
し
た
先
の
六
種
の
字
母
（
表
四
）
の
中
に
は
、
芭

（5）

茶
の
用
字
特
性
を
し
め
す
「
遼
」
　
「
本
」
の
文
字
は
な
い
。
ま
た
、
「
泊
船
木
」

で
は
、
装
飾
字
母
の
採
用
（
衷
五
）
に
つ
れ
て
「
画
巻
本
」
風
の
系
統
立
っ
た

用
字
法
が
一
部
で
崩
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
画
巻
本
」
に
は
欠
け
て
い
る
送
り
仮
名
の
多
さ
も
、
「
泊
船
木
」

の
表
記
の
特
散
の
一
つ
で
あ
る
（
表
六
）
。
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
た
癌
用
語
尾
の

追
加
が
、
初
心
者
の
読
み
易
さ
を
考
慮
し
た
啓
蒙
的
な
文
字
使
い
で
あ
る
こ
と
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※
集
中
字
母
総
数
と
は
、
集
中
字
母
（
一
仮
名
を
表
記
す
る
際
に
八
五
％

以
上
を
占
め
る
仮
名
字
母
）
の
総
数
。
八
五
％
の
根
拠
は
、
一
字
母
毎

に
集
中
率
を
観
察
す
る
と
、
こ
の
八
五
％
ラ
イ
ソ
を
越
え
る
仮
名
字
母



と
越
え
な
い
仮
名
字
母
と
の
問
に
比
較
的
大
き
な
落
差
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

表
八
　
「
画
巻
本
」
の
特
徴
と
な
る
仮
名
字
母

こ
こ
に
は
、
「
天
理
本
」
　
「
画
巻
本
」
　
「
泊
船
木
」
と
推
敲
が
進
む
に
連
れ

（6）

て
、
字
母
の
集
中
利
用
（
合
理
化
）
が
進
む
様
子
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
中

で
最
も
合
理
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
「
泊
船
木
」
　
（
版
本
）
で
あ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
彫
工
の
手
間
、
仕
上
げ
精
度
の
保
持
、
文
字
の
読
み
易
さ
か
ら

も
、
版
本
の
表
記
の
合
理
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
表
記
の
合
理
化
に
付
随

し
て
筆
跡
の
平
板
さ
が
現
わ
れ
る
が
、
筆
跡
の
平
板
さ
は
、
要
所
に
極
致
畠
、

装
飾
字
母
を
配
置
す
る
こ
と
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。
先
に
上
げ
た
（
「
表
五
」
）

「
阿
」
　
「
希
」
　
「
気
」
　
「
勢
」
等
、
用
例
小
数
で
、
し
か
も
字
形
の
華
や
か
な

文
字
二
五
字
が
、
そ
の
装
飾
字
母
に
当
る
。
ま
た
、
「
泊
船
木
」
の
字
母
の
整

理
・
統
合
と
平
行
し
て
「
異
な
り
字
母
数
」
が
若
干
増
え
る
の
も
、
こ
の
た
め

で
あ
る
。

次
に
、
も
う
一
つ
、
「
画
巻
本
」
に
は
、
十
四
の
汎
用
字
母
の
他
に
、
推
敲

（7）

過
程
で
新
た
に
集
中
が
進
ん
だ
二
〇
の
字
母
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
二
〇

の
字
母
に
は
、
字
母
が
一
種
に
統
合
さ
れ
た
仮
名
（
☆
印
）
と
単
に
主
要
字
母

が
交
替
し
た
仮
名
（
無
印
）
と
が
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
二
〇
種
の
仮
名
字
母
を

「
泊
船
木
」
と
比
校
し
て
表
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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※
☆
印
は
、

一
字
母
が
集
中
し
て
用
い
ら
れ
る
仮
名

※
○
印
は
、
字
母
が
併
用
さ
れ
る
仮
名



こ
の
「
表
八
」
に
依
れ
ば
、
「
画
巻
本
」
で
用
い
ら
れ
た
集
中
字
母
（
☆
印
）

十
三
位
の
内
、
十
一
位
が
「
泊
船
木
」
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
残
る
（
2
）

「
き
」
・
（
1
1
）
「
ね
」
の
内
、
「
ね
－
年
・
祢
」
は
用
例
が
各
一
例
に
過
ぎ

ず
、
「
泊
船
木
」
で
字
母
が
交
替
し
た
と
は
判
じ
難
い
。
こ
の
た
め
、
「
泊
船

木
」
の
個
性
と
認
め
ら
れ
る
仮
名
は
、
（
2
）
「
き
1
支
・
残
」
に
限
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
両
者
の
用
字
特
性
は
明
ら
か
に
顆
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
「
き
－
支
・
幾
」
は
、
当
時
、
一
般
通
用
の
字
母
自
体
が
併
用
状
態

（8）

に
あ
る
仮
名
で
あ
る
。

次
に
、
「
画
巻
本
」
で
字
母
が
交
替
し
た
七
種
の
仮
名
（
芭
蕉
自
身
で
も
用

字
に
規
則
性
の
希
薄
な
仮
名
。
無
印
）
の
内
、
三
種
の
字
母
の
用
法
が
「
泊
船

木
」
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
残
る
四
種
の
仮
名
字
母
は
「
泊
船
木
」
で
再
び
字

母
が
交
替
す
る
が
、
そ
の
内
（
2
）
「
け
ー
介
・
迫
」
・
（
4
）
「
す
－
春
・
寸
」

・
（
1
0
）
「
に
ー
ホ
・
耳
・
仁
」
・
（
1
4
）
「
ほ
ー
保
・
本
」
は
、
一
般
通
用
の
字

（9）

母
自
体
が
や
は
り
複
数
併
用
の
状
態
に
あ
る
。
（
中
で
は
「
け
ー
介
」
　
「
ほ
－

保
」
が
一
般
通
用
の
簡
便
な
字
母
に
交
替
し
た
も
の
、
「
す
ー
春
」
　
「
に
－
耳
」

が
装
飾
的
な
文
字
使
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
）
。

ま
た
、
「
泊
船
木
」
独
自
の
仮
名
字
母
の
中
に
は
、
一
般
通
用
の
簡
便
な
仮

名
字
母
を
集
中
的
に
用
い
る
意
図
を
一
層
徹
底
し
た
例
も
あ
る
。

（
1
）
　
「
そ
」
（
「
延
」
が
消
え
、
「
曽
」
だ
け
に
な
る
）

（
2
）
　
「
の
」
（
「
能
」
が
減
り
、
「
乃
」
に
集
中
す
る
）

（
3
）
　
「
は
」
（
「
盤
が
減
り
、
「
者
」
が
増
え
る
）

（
4
）
　
「
を
」
（
「
越
」
が
消
え
、
「
遠
」
だ
け
に
な
る
）

ち
な
み
に
、
芭
茶
の
書
き
癖
が
疑
わ
れ
る
「
近
」
　
「
本
」
が
「
泊
船
本
」
で

「
介
」
　
「
保
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
の
二
つ
の
字

母
も
当
時
、
複
数
字
母
が
併
用
さ
れ
て
い
た
仮
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
泊
船

木
」
筆
者
の
個
性
と
み
ら
れ
る
用
字
習
性
は
、
い
ず
れ
も
当
時
一
般
の
筆
者
の

用
字
習
頂
に
包
含
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
泊
船
木
」
が
、
あ
く

ま
で
版
行
を
想
定
し
て
執
筆
さ
れ
た
徴
表
で
あ
ろ
う
。

表
九
　
推
敲
に
伴
う
仮
名
字
母
集
中
利
用
の
原
因

竺
仮
名
一
画
巻
本
の
用
字
法

泊
船
木
の
用
字
法

☆☆　　☆☆　　☆☆☆☆
13121110　　9　8　7　6　5　3　2　1

るむほふ　　にな　と　てたすけき

流罪本婦耳仁群生帝堂春治支
2　410　51930113　2　3　5181

（
装
飾
1
）

（
汎
用
）

（
装
飾
5
）

（
装
飾
・
語
頭
3
）

（
装
飾
2
）

（
装
飾
・
語
頭
1
3
）

（
装
飾
・
句
末
1
）

（
語
尾
3
0
）

（
助
詞
に
1
9
）

（
装
飾
5
）

（
汎
用
）

（
装
飾
・
語
尾
4
）

（
装
飾
2
）

浣如保婦耳仁郡登帝堂春近文
2　310　7　4716　7　11　3　24　5　23

（
語
尾
1
9
）

（
装
飾
5
）

（
汎
用
）

（
装
飾
・
語
頭
3
）

（
装
飾
1
）

（
装
飾
1
）

（
装
飾
・
句
末
7
）

（
助
詞
に
1
4
）

（
助
詞
に
4
2
）

（
装
飾
7
）

（
汎
用
）
・
本
1

（
装
飾
・
語
尾
3
）

（
装
飾
2
）
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※
表
内
の
数
字
は
、
用
例
数



※
☆
印
は
、
同
じ
用
字
法
が
見
ら
れ
る
例

※
無
印
は
、
主
流
と
な
る
字
母
が
交
替
し
た
例

最
後
に
、
さ
ら
に
詳
細
に
先
の
二
〇
の
仮
名
字
母
の
用
字
法
を
「
泊
船
木
」

の
そ
れ
と
比
揆
す
る
と
、
先
の
表
九
の
通
り
で
あ
る
。
（
二
〇
字
の
内
、
用
字
法

は
上
特
徴
に
乏
し
い
「
あ
」
「
せ
」
「
ね
」
「
ひ
」
「
れ
」
　
「
を
」
　
「
ん
」
の
七
例

は
当
然
用
字
法
が
一
致
す
る
の
で
除
外
し
、
残
る
十
三
種
の
表
を
作
成
し
た
。
）

こ
の
よ
う
に
「
画
巻
本
」
筆
者
の
個
性
が
強
く
表
出
さ
れ
る
用
字
法
を
比
較

し
て
も
、
「
画
巻
本
」
　
「
泊
胎
本
」
は
（
5
）
「
堂
」
・
（
6
）
「
帝
」
以
下
二
〇

種
中
一
五
柾
、
約
七
五
％
（
☆
印
）
の
用
字
法
に
一
致
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
致
は
、
た
と
え
ば
「
孤
良
木
」
筆
者
の
用
字
特
性
を
「
画
巻
本
」
と
比

摸
し
た
場
合
の
一
致
点
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
「
画
巻
」

「
泊
船
」
両
省
の
親
密
さ
を
窺
わ
せ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
簡
便
な
字
母
の
一
部
採
用
や
装
飾
字
母
の
追
加
が
、

「
杓
子
清
書
画
巻
」
の
よ
う
な
「
清
書
本
」
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、

（10）

そ
れ
が
清
書
者
の
我
丑
に
任
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

「
濁
子
清
書
画
巻
」
の
表
記
の
修
正
部
が
「
泊
船
木
」
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
両
書
の
問
に
直
接
の
結
び
付
き
は
考
え
が
た
い
。
「
画
巻
本
」
を
手
放

す
前
後
に
芭
茶
の
手
許
に
残
さ
れ
た
一
本
（
表
記
の
一
部
を
除
け
ば
、
『
濁
子

清
書
画
巻
』
に
近
接
し
た
本
文
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
）
が
、
さ
ら
に
修
正
を

経
て
、
「
泊
船
木
」
の
原
本
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

七
　
お
わ
日
ソ
に

以
上
、
要
す
る
に
「
泊
船
木
」
で
増
加
す
る
仮
名
再
き
の
理
由
は
、
読
み
易

さ
を
意
図
し
て
「
画
巻
本
」
の
盗
意
的
な
漢
字
表
記
を
修
正
し
た
も
の
、
ま
た

一
部
は
、
表
記
を
も
っ
て
述
懐
す
る
主
人
公
の
気
息
を
表
象
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
加
え
て
、
「
泊
船
木
」
の
用
字
法
は
「
画
巻
本
」
の
啓
表
的
な
用
字

法
を
継
承
し
、
さ
ら
に
整
理
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
整
理
・
統
合
は
、

主
と
し
て
世
間
通
用
の
簡
便
な
字
母
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、
一
方
で
、
統
合

さ
れ
た
表
記
の
単
調
さ
を
補
う
べ
く
、
要
所
に
極
微
畳
、
装
飾
字
母
を
配
置
す

る
こ
と
も
工
夫
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
使
用
字
母
並
び
に
そ
の
用
法
に
、
「
画
一

巻
本
」
と
幾
分
食
い
違
い
が
生
じ
た
が
、
こ
の
集
中
的
な
汎
用
字
母
と
微
量
の
　
2
1

装
飾
字
母
と
の
バ
ラ
ソ
ス
の
中
に
、
「
泊
船
木
」
の
筆
者
並
び
に
清
書
者
の
カ
ー

几
叫
か
折
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
「
泊
船
木
」
の
表
現
・
表
記
の
特
徴
は
こ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は

な
い
。
「
泊
船
木
」
の
啓
蒙
的
な
表
記
の
奥
に
は
、
当
然
、
啓
蒙
的
な
語
彙
選

択
・
穏
便
な
文
脈
の
整
理
・
簡
明
な
結
構
の
構
築
へ
と
続
く
、
広
範
な
読
者
の

た
め
の
表
現
の
調
整
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
表
現
の
推
敲
が

メ
デ
ィ
ア
の
性
格
や
読
者
の
理
解
力
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
次

の
機
会
を
待
ち
た
い
と
思
う
。



注
（
1
）
　
拙
稿
「
文
字
の
修
辞
学
1
『
野
ざ
ら
し
紀
行
画
巻
』
推
敲
の
一
側
面

－
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
4
号
）
参
照
。

（
2
）
　
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
天
理
本
・
泊
船
木
・
孤
昆
本
・
画
巻
本
・
濁
子
清

書
画
巻
を
校
合
し
、
独
自
の
表
現
・
表
記
を
抽
出
し
た
表
を
基
に
、
画
巻

本
・
泊
船
木
の
該
当
項
目
の
用
例
数
の
み
を
示
し
た
も
の
。
な
お
、
当
面

の
主
題
た
る
泊
船
木
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
付
表
A
と
し
て
表
自
体
を
掲

げ
た
。

（
3
）
　
孤
良
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
表
記
特
性
（
『
俳
文
芸
』
四
二
号
、
平
成

五
年
十
二
月
刊
）

（
4
）
　
こ
の
清
書
著
は
恐
ら
く
「
泊
船
木
」
が
収
め
ら
れ
た
『
泊
胎
集
』
の
編

者
夙
国
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

（
5
）
　
拙
稿
「
文
字
の
修
辞
学
－
『
野
ざ
ら
し
紀
行
画
巻
』
推
敲
の
一
側
面
－
」

（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
4
号
）
に
指
摘
し
た
。

（
6
）
　
『
改
訂
　
野
ざ
ら
し
紀
行
・
鹿
島
詣
』
　
（
弥
書
管
一
氏
他
、
明
文
書
房

刊
）
3
5
頁
で
は
、
「
泊
船
本
」
は
第
二
稿
と
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
定
稿

と
考
え
て
い
る
。

（
7
）
　
拙
稿
「
文
字
の
修
辞
学
－
『
野
ざ
ら
し
紀
行
画
巻
』
推
敲
の
一
側
面
－

）
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
4
号
）
参
照
。

（
8
）
一
般
通
用
の
仮
名
字
母
に
つ
い
て
、
「
川
柳
の
仮
名
－
国
語
字
体
史
の

視
点
か
ら
1
前
田
富
祓
」
（
『
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究
論
集
』
4
号
）
、

木
越
治
「
近
世
文
学
作
品
に
お
け
る
字
母
の
用
法
に
つ
い
て
1
『
ま
す
ら

を
物
語
』
　
『
お
く
の
細
道
』
　
『
教
訓
私
様
育
』
の
場
合
－
（
『
国
語
文
字
史

の
研
究
一
』
前
田
富
棋
編
、
九
二
・
九
月
　
和
泉
書
院
刊
）
に
よ
っ
た
。

（
9
）
　
当
時
の
一
般
通
用
の
仮
名
字
母
の
判
断
は
、
（
8
）
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
伊
藤
厚
東
「
「
濁
子
清
書
画
巻
」
の
清
書
意
識
」
（
『
三
乗
大
学
日
本
語
学

文
学
』
4
号
）
参
照
。

本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
米
谷
巌
先
生
よ
り
ご
校
閲
の
労
を
賜
わ
っ
た
。
記

し
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

付
表
（
A
）
泊
船
木
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
独
自
の
表
現
・
表
記
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き浮
く　世

あ
き

か
ぜ

悪
ム

折
ん

克ち
や

松
葉
や

懸あ
り

入て
ぇ
ノ

い
ひ

お
ん
な

た
き
も
の

眉見あいわ伐探大当れれ
え　と　をれル　く　い麻いい

り　　　　　さ寺の
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